
１１月２４日  金曜日 〈日刊 日・祝日除く２０２３年〈令和５年〉

新
山
口
駅

種田山頭火（小郡文化資料館提供）

山頭火弁当のパッケージを持つ魚谷さん（小郡文化資料館で）

　ＪＲ山口線は今年、新山口（旧小郡）―

島根県益田駅間の全線開通100周年を迎え

た。同線を利用し、作中に描いた文学者７

人を取り上げ、そのゆかりの地にある文学

碑や生家、そして今なお彼らの作品を愛す

る人たちの姿を追った。
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小
郡
駅
は
１
９
０
０
年
に
、
山
陽
鉄
道
の
三
田
尻
（
現
防
府
）
│
厚
狭
駅
間
の
開
通
に
よ
り
、

現
在
地
に
開
業
。

年
に
国
有
化
さ
れ
、

年
に
小
郡
│
山
口
駅
間
に
国
鉄
山
口
線
が
開
通
。

年
に
は
新
幹
線
が
開
業
、
２
０
０
３
年
に
新
山
口
駅
に
改
称
し
た
。
新
幹
線
が
停
車
し
、
各
在
来

線
と
の
接
続
や
山
口
宇
部
空
港
へ
の
路
線
バ
ス
が
運
行
す
る
交
通
の
要
地
と
な
っ
て
い
る
。

年

度
の
１
日
の
乗
降
者
は
１
万
２
９
０
４
人
。

　
建
物
前
に
は
ゆ
か
り
の

あ
る
俳
人
、
種
田
山
頭
火

（
１
８
８
２
〜
１
９
４
０

年
）
の
像
が
あ
り
、
山
頭

火
の
詠
ん
だ
句
が
記
さ
れ

た
柱
が
あ
る
。
山
頭
火
は

酒
に
親
し
み
漂
泊
の
俳
人

と
し
て
知
ら
れ
た
。
１
９

３
２
〜

年
ご
ろ
小
郡
に

其
中
庵
を
構
え
、
友
人
の

国
森
樹
明
や
伊
東
敬
治
の

助
け
を
受
け
て
、
小
郡
駅

か
ら
訪
れ
た
多
く
の
句
友

と
交
流
し
た
と
い
う
。

　
同
駅
か
ら
し
ば
し
ば
温

泉
の
入
浴
や
酒
を
飲
み
に

湯
田
を
訪
れ
た
。
同
時
期

に
登
場
し
た
ガ
ソ
リ
ン
で

走
る
鉄
道
車
両
「
ガ
ソ
リ

ン
カ
ー
」
に
乗
り
、
何
度

も
通
う
姿
が
日
記
か
ら
う

か
が
え
る
。
　

　

年
７
月

日
の
日
記

に
は
「
汽
車
が
バ
ス
よ
り

高
い
と
は
（
上
郷
か
ら
湯

田
ま
で
、汽
車
賃
十
三
銭
、

バ
ス
は
十
銭
、
こ
の
バ
ス

は
安
く
て
心
地
の
よ
い
道

で
あ
る
、
今
日
は
満
員
つ

ゞ
き
で
、
と
て
も
乗
れ
な

い
）。ガ
ソ
リ
ン
カ
ア
の
快

さ
よ
、
逢
ひ
に
ゆ
く
に
も

飲
み
に
ゆ
く
に
も
！
」
と

あ
り
、「
け
ふ
は
飲
め
る
ガ

ソ
リ
ン
カ
ア
で
行
く
」
と

句
を
詠
ん
で
い
る
。

　
駅
弁
好
き
で
、
門
司
に

勤
務
し
て
い
た
友
人
の
俳

人
、近
木
黎
々
火（
ち
か
き

・
れ
い
れ
い
か
）が
１
個

銭
の
駅
弁
を
持
っ
て
く
る

の
を
楽
し
み
に
し
て
い
た

と
い
う
。
山
頭
火
に
ち
な

ん
だ
駅
弁「
山
頭
火
弁
当
」

は
新
山
口
駅
で
販
売
さ
れ

て
い
た
。
手
掛
け
た
の
は

旧
小
郡
駅
弁
当
。
句
友
で

も
あ
っ
た
友
沢
聖
志
が
社

長
を
務
め
て
い
た
。

　
小
郡
文
化
資
料
館
に
は

山
頭
火
の
常
設
展
示
が

あ
り
、
全
国
か
ら
フ
ァ
ン

が
訪
れ
る
。
同
館
の
学
芸

員
を
務
め
た
魚
谷
な
つ
み

さ
ん
（

）
＝
現
岡
山
・

津
山
洋
学
資
料
館
＝
は

「
母
親
の
自
殺
と
い
う
ト

ラ
ウ
マ
が
あ
る
が
、
小
郡

時
代
の
山
頭
火
は
友
人

に
囲
ま
れ
て
明
る
い
。
普

通
の
人
間
ら
し
さ
が
と
て

も
魅
力
的
」
と
語
っ
た
。

（
古
谷
）
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１１月２５日  土曜日 〈日刊日・祝日除く〉２０２３年〈令和５年〉

湯
田
温
泉
駅

中原中也

（中原中也記念館提供）

中
原
中
也
記
念
館
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湯
田
駅
は
国
鉄
山
口
線
の
小
郡
│
山
口
駅
間
が
開

通
し
た
１
９
１
３
年
に
設
置
。

年
に
湯
田
温
泉
駅

に
改
称
し
、
２
０
１
１
年
に
駐
輪
場
が
拡
張
さ
れ
足

湯
も
で
き
た
。
湯
田
温
泉
で
狐
（
き
つ
ね
）
が
傷
を

治
し
た
伝
説
か
ら
白
狐
の
オ
ブ
ジ
ェ
が
駅
前
に
あ

る
。
１
日
の
乗
降
者
数
は
２
２
１
６
人
（

年
度
）。

　
中
原
中
也
（
１
９
０
７

〜

年
）
は
現
在
の
湯
田

温
泉
出
身
の
詩
人
。
そ
の

生
家
跡
は
現
在
、
中
也
作

品
を
紹
介
す
る
企
画
展
な

ど
を
行
う
中
原
中
也
記
念

館
（
中
原
豊
館
長
）
と
な

っ
て
い
る
。
中
庭
に
は
山

口
線
の
枕
木
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
木
材
が
使
わ
れ
て
い

る
。

　
生
後
、
中
国
の
旅
順
や

広
島
を
経
て

年
、
中
也

が
７
歳
の
こ
ろ
か
ら
湯
田

に
落
ち
着
い
た
。
上
京
や

帰
郷
に
合
わ
せ
て
、
山
口

線
に
乗
っ
た
他
、
友
人
を

山
口
観
光
で
長
門
峡
へ
案

内
し
た
時
な
ど
に
も
利
用

し
た
。

　
汽
笛
の
描
写
が
多
い
中

也
の
詩
の
中
で
一
番
山
口

線
の
姿
を
感
じ
ら
れ
る

「
夏
の
日
の
歌
」で
は「
上

手
に
子
ど
も
を
育
て
ゆ

く
、
母
親
に
似
て
汽
車
の

汽
笛
は
鳴
る
。
山
の
近
く

を
走
る
時
。
」
と
書
か
れ

て
い
る
。

　
盆
地
に
囲
ま
れ
た
山
口

線
を
走
る
汽
車
を
思
わ

せ
、
山
に
汽
笛
が
こ
だ
ま

す
る
独
特
な
響
き
を
連
想

さ
せ
る
。

　
「
山
に
包
ま
れ
て
い
る

と
こ
ろ
に
子
を
守
る
よ
う

な
母
性
的
な
も
の
が
あ

り
、
汽
笛
の
音
が
母
親
と

重
ね
ら
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
」
と
中
原
館
長

（

）
は
解
釈
す
る
。

　
文
明
批
判
を
テ
ー
マ
と

し
た
詩
「
甞
て
は
ラ
ム
プ

を
、
と
ぼ
し
て
ゐ
た
も
の

な
ん
で
す
」
で
は
汽
車
へ

の
愛
着
が
読
み
取
れ
る
。

「
汽
車
が
早
い
の
は
よ
ろ

し
い
、
許
す
」
と
あ
る
一

方
、「
其
の
他
は
も
う
、
我

慢
が
な
ら
ぬ
。（
中
略
）
エ

エ
イ
ツ
、
う
る
さ
い
で
は

な
い
か
電
車
自
動
車
と
」

と
あ
る
。中
原
館
長
は「
都

会
で
近
く
を
行
き
か
う
電

車
と
自
動
車
に
対
し
、
遠

く
と
つ
な
が
る
汽
車
に
中

也
は
詩
情
を
感
じ
て
い
た

の
で
は
な
い
か
」
と
考
え

る
。

　
「
山
口
線
は
中
也
に
と

っ
て
古
里
に
つ
な
が
る
道

だ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
生
家
か
ら
汽
笛
が
今

よ
り
大
き
く
こ
だ
ま
す
る

音
を
耳
に
し
て
い
た
だ
ろ

う
」
と
中
也
に
思
い
を
巡

ら
せ
た
。　
　
　（
古
谷
）
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１１月２７日  月曜日 〈日刊 日・祝日除く〉２０２３年〈令和５年〉

山口駅

福田百合子さん

県立山口博物館前に置かれたＳＬ
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交
通
の
中
心
と
な
る
同
駅

に
ま
つ
わ
る
作
家
は
数
多
い

が
、
現
役
作
家
と
し
て
は
代

表
作
「
外
郎
（
う
い
ろ
う
）

の
家
」
な
ど
で
知
ら
れ
る
中

原
中
也
記
念
館
の
名
誉
館

長
、
福
田
百
合
子
さ
ん（

）

だ
ろ
う
。

て
い
た
青
春
の
思
い
出
を
描

い
て
い
る
。
県
立
山
口
博
物

館
前
に
置
か
れ
た
Ｓ
Ｌ
は
１

９
２
７
年
製
造
で
、
若
い
こ

ろ
恋
人
と
手
を
つ
な
い
で
見

た
の
は
こ
の
Ｓ
Ｌ
か
も
し
れ

な
い
と
振
り
返
っ
て
い
る
。

　

年
以
上
に
わ
た
り
、
山

口
線
の
車
内
か
ら
変
わ
り
ゆ

く
山
口
の
風
景
を
眺
め
て
き

た
。「
山
口
盆
地
や
椹
野
川
と

い
っ
た
自
然
の
風
景
は
変
わ

ら
な
い
。
い
つ
も
ど
こ
か
懐

か
し
さ
を
感
じ
る
」
と
話
し

た
。
　
　
　
　
　
（
古
谷
）

た
こ
と
も
あ
る
。

　
戦
中
は
徴
用
さ
れ
た
湯
田

の
飛
行
機
工
場
に
向
か
う
の

に
同
駅
を
利
用
し
た
。
当
時

と
て
も
貴
重
だ
っ
た
シ
ュ
ー

ク
リ
ー
ム
を
持
っ
て
、
友
人

ら
と
山
口
線
で
長
門
峡
に
連

れ
立
っ
た
こ
と
は
一
番
の
思

い
出
と
振
り
返
る
。

エ
ッ
セ
ー
集
「
続
心
の
ふ

る
さ
と
散
歩
」
に
収
め
ら
れ

た
「
蒸
気
機
関
車
」
で
は
蒸

気
機
関
車
（
Ｓ
Ｌ
）
へ
の
愛

を
語
り
、
踏
切
で
恋
人
と
Ｓ

Ｌ
が
通
過
す
る
の
を
見
守
っ

野
駅
ま
で
山
口
線
を
利
用
し

た
。「
車
内
で
は
恩
師
の
太
田

静
一
が
創
刊
し
た
『
文
芸
山

口
』の
寄
稿
者
と
の
出
会
い
が

あ
っ
た
」と
思
い
出
を
語
る
。

　
県
庁
に
通
っ
て
い
た
阿
東

の
詩
人
、大
佛
文
乃（
お
さ
ら

ぎ
・
ふ
み
の
）と
顔
を
合
わ
せ

る
こ
と
も
あ
っ
た
。
互
い
に

無
口
で
多
く
の
言
葉
を
交
わ

さ
な
か
っ
た
が
、
作
品
の
進

展
状
況
を
共
有
す
る
こ
と
も

あ
っ
た
。
福
田
さ
ん
が
列
車

に
乗
る
姿
を
あ
る
俳
人
が

「
柿
若
葉
言
葉
少
な
き
人
と

い
て
」
と
句
を
詠
ん
で
く
れ

　
山
口
市
宮
島
町
に
出
生
。

県
立
大
の
前
身
で
あ
る
山
口

女
子
専
門
学
校
に
通
い
、
同

じ
く
前
身
の
山
口
女
子
大
で

教
授
を
務
め
、
同
駅
か
ら
宮

　
山
口
駅
は
１
９
１
３
年
に
国
鉄
山
口
線
の
開
業
に
よ

り
現
在
地
に
設
立
。
全
列
車
が
停
車
す
る
拠
点
駅
で
、

県
庁
や
市
役
所
に
加
え
、
県
立
美
術
館
、
瑠
璃
光
寺
、

サ
ビ
エ
ル
記
念
聖
堂
な
ど
名
所
、
名
跡
へ
の
最
寄
り
駅

と
な
る
。
駅
前
に
は
市
の
伝
統
的
工
芸
品
大
内
塗
の
人

形
が
飾
ら
れ
て
い
る
。
１
日
の
乗
降
者
数
は
２
９
２
８

人
（
２
０
２
２
年
度
）。
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梱
梱
梱
梱
梱
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梱
梱
梱
梱
梱
梱
梱
梱
梱
梱
梱
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梱
梱
梱
梱
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Ｊ
Ｒ
仁
保
駅

嘉村礒多（市提供）

礒多の91回忌に合わせて開かれた今年の朗読会

（帰郷庵で）

　
仁
保
駅
は
１
９
１
７
年
に
国
鉄
山
口
│
篠
目
駅
間

の
延
伸
に
よ
り
開
業
。
山
口
駅
方
面
の
３
・
５
㌔
手

前
か
ら
連
続
す
る
急
勾
配
の
途
中
に
あ
る
駅
で
、
仁

保
地
域
の
中
心
街
か
ら
２
㌔
離
れ
た
仁
保
地
峠
に
あ

り
、
す
べ
て
の
普
通
列
車
が
停
車
す
る
。

　
現
在
、
駅
は
無
人
で
、
駅

舎
も
無
い
。蒸
気
機
関
車（
Ｓ

Ｌ
）
の
や
ま
ぐ
ち
号
が
停
車

す
る
際
、
４
・
５
㌔
先
ま
で

続
く
急
勾
配
区
間
の
運
転
に

向
け
た
準
備
を
行
う
様
子
が

見
学
で
き
、
乗
客
の
人
気
を

集
め
て
い
る
。
１
日
の
乗
降

者
数
は

人
（
２
０
２
２
年

度
）。

　
同
駅
に
ゆ
か
り
の
あ
る
作

家
は
嘉
村
礒
多
（
１
８
９
７

〜
１
９
３
３
年
）。自
身
の
生

涯
を
モ
デ
ル
と
し
た
小
説

「
業
苦
」
や
「
途
上
」
で
知

ら
れ
る
。
東
京
に
出
奔
し
て

い
た
た
め
、
作
品
に
山
口
市

の
駅
や
市
内
を
走
る
列
車
は

あ
ま
り
登
場
し
な
い
が
、
８

年
ぶ
り
の
帰
郷
を
題
材
に
し

た
「
父
の
家
」の
冒
頭
に
は
、

仁
保
駅
か
ら
仁
保
上
郷
の
生

家
へ
雨
の
中
を
歩
く
姿
が
描

か
れ
て
い
る
。

　
「
二
十
七
時
間
汽
車
に
揺

ら
れ
、元
旦
の
夜
の
十
一
時
、

と
う
と
う
勉
は
八
年
ぶ
り
で

古
里
の
村
の
駅
に
着
い
た
。

今
し
方
、
本
線
か
ら
支
線
の

軽
便
鉄
道
に
乗
り
替
え
る

時
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に

挟
ま
れ
た
レ
ー
ル
が
し
と
し

と
雨
に
湿
っ
て
い
る
の
を
知

多
の
命
日
に
合
わ
せ
て
朗
読

会
を
開
い
て
い
る
。

　
中
西
代
表
は
礒
多
の
作
品

を
読
み
や
す
く
新
字
体
に

し
、
読
み
仮
名
を
振
っ
た
作

品
選
集
「
私
小
説
の
極
北
的

な
」
を
出
版
。
昨
年

月
に

は
会
員
が
お
気
に
入
り
の
随

筆
を
選
ん
だ
選
集
を
刊
行
し

た
。

　
中
西
代
表
は
「
自
虐
的
で

う
そ
が
な
い
作
風
の
礒
多
は

信
じ
ら
れ
る
」
と
そ
の
魅
力

を
語
っ
た
。

（
古
谷
）

っ
た
」。

　
愛
読
者
で
つ
く
る
「
礒
多

を
読
む
会
」
は
２
０
０
８
年

に
結
成
。
生
家
跡
の
「
帰
郷

庵
」
近
く
の
仁
保
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
で
、
毎
月
第
４
土

曜
に
研
究
者
の
多
田
美
千
代

さ
ん
（

）
か
ら
引
き
継
い

だ
中
西
祐
介
代
表
（

）
＝

柳
井
市
＝
が
中
心
と
な
り
活

動
を
続
け
て
い
る
。
市
内
外

か
ら
参
加
す
る
会
員

人

が
、
資
料
を
交
え
礒
多
作
品

を
精
読
。
毎
年

月
に
は
礒
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１１月２９日  水曜日 〈日刊 日・祝日除く〉 ２０２３年〈令和５年〉

　
篠
目
駅
は
１
９
１
７
年
に
延
伸
さ
れ
た
国
鉄
山
口

線
の
当
時
の
終
着
駅
と
し
て
開
通
。蒸
気
機
関
車（
Ｓ

Ｌ
）
用
に
設
置
さ
れ
た
れ
ん
が
造
り
の
給
水
塔
が
残

さ
れ
、
Ｓ
Ｌ
フ
ァ
ン
の
間
で
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
に
な

っ
て
い
る
。
２
０
０
４
年
に
松
本
清
張
原
作
の
ド
ラ

マ
「
砂
の
器
」
の
ロ
ケ
地
と
な
り
、話
題
に
な
っ
た
。

１
日
の
乗
降
者
数
は
８
人
（

年
度
）。

　
同
駅
ゆ
か
り
の
作
家
は
氏

原
大
作
（
１
９
０
５
〜

年
）。本
名
は
原
阜
（
は
ら
・

と
お
る
）。阿
東
篠
目
に
出
生

し
、
小
説
「
幼
き
者
の
旗
」

な
ど
戦
争
体
験
を
反
映
し
た

児
童
文
学
を
発
表
。
生
涯
を

阿
東
で
過
ご
し
、
教
育
者
と

し
て
も
地
域
に
貢
献
し
た
。

　
通
勤
の
際
、
同
駅
を
利
用

し
た
他
、
小
学
校
時
代
に
経

験
し
た
山
口
線
の
開
通
工

事
を「
花
の
木
鉄
道
」（

年
）

に
描
い
た
。
鉄
道
と
い
う
文

明
の
到
来
を
村
の
少
年
た
ち

の
素
朴
な
目
線
で
捉
え
て

い
る
。「
そ
の
素
朴
な
愛
情

と
真
実
を
う
っ
た
え
た
い

た
め
、
十
余
年
と
い
う
長
い

間
、
ば
か
の
一
つ
お
ぼ
え
の

ご
と
く
、
こ
の
作
品
を
抱
い

て
い
た
」
と
あ
と
が
き
に
は

あ
る
。

　
阿
東
篠
目
に
あ
る
生
家
は

２
０
２
１
年
に
氏
原
大
作
平

成
顕
彰
会（
伊
藤
繁
樹
会
長
）

に
よ
っ
て
氏
原
大
作
交
流
館

と
し
て
利
用
が
始
ま
っ
た
。

氏
原
の
子
孫
で
あ
る
原
清
人

さ
ん
（

）
が
長
年
管
理
し

て
い
た
が
、
老
朽
化
に
伴
い

解
体
を
検
討
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
伊
藤
会
長
（

）
が
阿

東
の
文
学
者
の
思
い
出
を
残

し
た
い
と
借
り
受
け
た
。

　
館
内
に
は
氏
原
に
加
え
、

阿
東
ゆ
か
り
の
大
佛
文
乃

（
お
さ
ら
ぎ
・
ふ
み
の
）
と

斯
波
四
郎
（
し
ば
・
し
ろ
う
）

の
パ
ネ
ル
が
並
ぶ
。
氏
原
の

教
え
子
で
１
９
６
４
年
の
東

京
五
輪
で
音
楽
指
揮
し
た
片

山
正
見
の
パ
ネ
ル
も
あ
る
。

全
国
の
古
書
店
か
ら
集
め
た

氏
原
や
斯
波
の
貴
重
な
初
版

本

点
も
並
ぶ
。

　
同
会
は
地
域
の
小
学
校
で

氏
原
作
品
の
読
み
聞
か
せ
を

行
っ
て
い
る
。
７
月
に
は
山

口
線
全
線
開
通
１
０
０
周
年

に
合
わ
せ
、
同
駅
で
氏
原
作

品
を
朗
読
す
る
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
、

人
以
上
が
集
ま

っ
た
。

　
伊
藤
会
長
は
「
現
代
に
も

通
じ
る
家
族
愛
と
、
悪
人
を

描
か
ず
善
人
だ
け
を
描
い
た

点
が
魅
力
」
と
語
っ
た
。
　

（
古
谷
）

引

淫〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃
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JR篠目駅

氏原大作

（氏原大作交流館提供）

氏原大作交流館と伊藤会長（阿東篠目で）

記事⑩ 5



１１月３０日  木曜日 〈日刊 日・祝日除く〉 ２０２３年〈令和５年〉

ＪＲ三谷駅

「
山
塔
」
の
モ
チ
ー
フ
に
な
っ
た
石
碑

　
三
谷
駅
は
１
９
１
８
年
に
国
鉄
山
口
線
の
延
伸
開
業

に
よ
り
当
時
の
終
点
駅
と
し
て
現
在
地
に
開
業
。

年

か
ら
無
人
駅
と
な
り
、

年
の
Ｊ
Ｒ
発
足
以
降
は
簡
易

委
託
駅
で
あ
っ
た
が
、
２
０
２
１
年
５
月
に
再
び
無
人

駅
と
な
っ
た
。旧
駅
舎
は

年
に
焼
失
し
、

年
に
現
在

の
駅
舎
が
完
成
。１
日
の
乗
降
者
数
は

人（

年
度
）。

　
こ
の
駅
に
ま
つ
わ
る
作
家

は
斯
波
四
郎
（
し
ば
・
し
ろ

う
、
１
９
１
０
〜

年
）。本

名
は
柴
田
四
郎
。
旧
阿
東
町

に
生
ま
れ
、

年
に
小
説「
山

塔
」
で
県
内
初
の
芥
川
賞
を

受
賞
し
、
現
在
も
市
出
身
で

唯
一
の
受
賞
者
で
あ
る
。

　
旧
県
立
山
口
中
へ
の
通
学

に
同
駅
を
利
用
。
当
時
篠
目

村
の
村
長
だ
っ
た
父
が
事
故

死
し
た
後
、
九
州
に
転
居
し

た
。
そ
の
経
験
を
反
映
し
、

絶
筆
に
終
わ
っ
た
最
晩
年
の

作
品
「
Ｒ
の
こ
と
」
は
生
家

や
八
重
桜
な
ど
阿
東
の
風
景

を
描
い
て
い
る
。

　
「
山
塔
」
の
表
題
と
な
っ

た
石
碑
は
阿
東
蔵
目
喜
の
常

徳
寺
に
あ
る
。
作
品
の
冒
頭

に
は
仁
保
│
三
谷
駅
間
を
走

る
山
口
線
の
車
内
が
描
か
れ

て
い
る
。

　
「
山
峡
に
さ
し
か
か
る
と

汽
車
は
ト
ン
ネ
ル
か
ら
ト
ン

ネ
ル
に
む
か
つ
て
走
つ
た
。

高
架
鉄
橋
に
さ
し
か
か
り
、は

る
か
谷
底
に
白
い
壁
の
村
落

が
み
え
た
と
思
う
と
、た
ち
ま

ち
高
原
め
い
た
地
帯
を
走
っ

て
い
る
。（
中
略
）
車
内
は
国

な
ま
り
の
話
声
が
ゆ
き
か
い

（
中
略
）抑
揚
に
ひ
め
ら
れ
た

堅
い
ひ
び
き
に
ま
で
忘
れ
て

い
た
故
里
の
匂
い
が
あ
る
」。

　
２
０
０
９
年
に
阿
東
で
生

誕
１
０
０
周
年
プ
レ
イ
ベ
ン

ト
が
開
か
れ
た
。
妻
の
小
夜

子
が
斯
波
の
古
里
へ
の
思
い

を
語
っ
た
。
歌
人
で
も
あ
っ

た
小
夜
子
は
夫
に
ゆ
か
り
の

あ
る
場
所
を
回
り
「
少
年
四

郎
通
学
せ
し
峡
の
三
谷
駅
　

無
人
の
駅
に
鶯
鳴
け
り
」
と

短
歌
を
披
露
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
動
画
に

記
録
し
、
斯
波
の
紹
介
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
手
掛
け
た
の
が
ア
マ
チ

ュ
ア
映
像
作
家
の
大
野
進
二

さ
ん
（

）
＝
阿
東
地
福
下

＝
。
小
夜
子
を
取
材
し
た
大

野
さ
ん
は
「
難
解
な
文
学
を

書
く
人
だ
っ
た
が
、
家
族
や

子
ど
も
に
は
優
し
く
明
る
い

人
だ
っ
た
と
い
う
」
と
そ
の

人
柄
を
伝
え
る
。　（
古
谷
）

斯
波
四
郎
（
氏
原
大
作
交
流
館
提
供
）

引
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１２月１日  金曜日〈日刊日・祝日除く〉２０２３年〈令和５年〉

Ｊ
Ｒ
地
福
駅

大佛文乃

（氏原大作交流館提供）

「おせん淵」の詩碑（阿東地福で）

　
同
駅
ゆ
か
り
の
詩
人
は
大

佛
文
乃
（
お
さ
ら
ぎ
・
ふ
み

の
、
１
９
３
８
〜

年
）。山

口
市
飯
田
町
に
生
ま
れ
、
幼

少
時
に
母
の
古
里
で
あ
る
阿

東
地
福
的
場
に
移
住
し
た
。

山
口
高
、
山
口
中
央
高
を
経

て
県
庁
に
勤
務
し
な
が
ら
、

古
里
を
主
題
と
し
た
「
お
せ

　
地
福
駅
は
国
鉄
山
口
線
の
山
口
│
徳
佐
駅
間
の
延
伸

で
１
９
１
８
年
に
設
立
。

年
か
ら
無
人
駅
と
な
っ
た
。

津
和
野
行
き
の
蒸
気
機
関
車
（
Ｓ
Ｌ
）
や
ま
ぐ
ち
号
が

普
通
列
車
と
の
行
き
違
い
で
停
車
し
て
い
る

分
間

は
、
鉄
道
フ
ァ
ン
の
撮
影
時
間
と
な
っ
て
い
る
。
１
日

の
利
用
者
は

人
（
２
０
２
２
年
度
）。

ん
淵
」
な
ど
６
冊
の
詩
集
を

出
版
し
た
。

　
県
庁
勤
務
の
際
、
的
場
の

自
宅
か
ら
地
福
駅
ま
で
の
約

３
㌔
の
道
を
歩
き
、
山
口
駅

ま
で
山
口
線
を
利
用
し
た
。

「
私
に
と
っ
て
詩
と
は
、
自

宅
と
職
場
と
の
通
勤
時
間
の

こ
と
で
し
た
。
山
と
田
の
間

を
歩
き
汽
車
に
乗
り
、
往
復

四
時
間
の
道
の
り
…
」
と
第

１
詩
集
「
紅
皿
」
の
あ
と
が

き
に
記
し
て
い
る
。

　
幼
な
じ
み
で
通
学
と
通
勤

を
共
に
し
た
歌
人
の
山
本
寛

嗣
さ
ん
（

）
＝
阿
東
地
福

＝
は
「
自
動
車
や
自
転
車
に

乗
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
。
人

見
知
り
な
性
格
で
内
気
な
人

だ
っ
た
。
列
車
の
中
で
い
つ

も
本
を
読
ん
で
い
た
。
あ
の

静
か
な
た
た
ず
ま
い
の
ど
こ

に
あ
れ
ほ
ど
の
創
作
意
欲
が

あ
っ
た
の
か
」
と
語
る
。

　
代
表
詩
「
お
せ
ん
淵
」
の

詩
碑
は
か
つ
て
の
生
家
跡
に

あ
る
。

年
に
山
本
さ
ん
や

中
原
中
也
記
念
館
の
福
田
百

合
子
名
誉
館
長
、
作
家
の
和

田
健
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ

た
。
碑
文
は
大
佛
の
詩
集
に

絵
を
描
い
た
日
本
画
家
、
鈴

木
靖
将
が
記
し
た
。

　
同
作
の
モ
デ
ル
の
場
所
は

生
家
近
く
の
長
谷
川
に
架
か

る
橋
の
下
。
川
に
い
る
か
っ

ぱ
が
牛
を
引
き
ず
り
込
ん
で

食
べ
、
責
任
を
問
わ
れ
た
お

せ
ん
は
頭
が
お
か
し
く
な

り
、
川
に
身
投
げ
し
た
と
い

う
伝
承
に
基
づ
く
。
橋
の
た

も
と
に
は
お
せ
ん
の
供
養
塔

も
あ
る
。

　
大
佛
の
作
風
に
つ
い
て
山

本
さ
ん
は
「
山
口
県
で
有
名

な
女
流
詩
人
と
い
え
ば
、
金

子
み
す
ゞ
が
い
る
が
、
大
佛

の
詩
は
も
っ
と
大
人
な
作

風
。
長
谷
川
周
辺
の
自
然
と

伝
承
に
題
材
を
取
り
、
ど

こ
か
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
い
と

こ
ろ
が
あ
る
」
と
話
し
た
。

（
古
谷
）

＝
お
わ
り
＝

引

淫〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃
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